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16.  Abstract 

この研究では， 世界の各国に対して，人口当たりの交通死亡事故数を，全ての死亡原
因の内，3 つの主要な死亡原因（悪性腫瘍，虚血性心疾患，脳血管疾患）による人口当たりの
死亡数で比較した．利用可能な 2008年の世界保健機構データが基になっている． 
 調査結果は以下の通りです： 

(1) 全世界において，人口 10 万人あたり悪性腫瘍の死亡数が 113，虚血性心疾患が 108，
脳血管疾患が 91 であるのと比較して，交通死亡事故は 18 であった．交通事故におけ
る死亡比率が最も高かったのは，ナミビアで 45 であり，最も低かったのは，モルジ
ブで 2であった．米国における比率は 14であった． 

(2) 全世界において，交通死亡事故は全ての原因による死亡者数の 2.1%を占めた．最も
割合が高い国はアラブ首長国連邦で 15.9%，割合が最も低い国はマーシャル諸島で
0.3%であった．米国の割合は 1.8%であった． 

(3)  全世界において，交通死亡事故数は，悪性腫瘍による死亡数の 15.9%に対応する．最
も割合が高い国は，ナミビアで 153.9%，割合が最も低い国はモルジブで 1.7%であっ
た．米国の割合は 7.7%であった． 

(4) 全世界において，交通死亡事故数は，虚血性心疾患による死亡数の 16.7%に対応す
る．最も割合が高い国はカタールで 123.9%であり，最も割合が低い国はマルタで
1.9%であった．米国の割合は 10.1%であった． 

(5) 全世界において，交通死亡事故数は脳血管疾患による死亡数の 19.6%に対応する．最
も割合が高い国は，カタールで 529.7%であり，最も割合が低い国はマーシャル諸島
で 2.3%であった．米国の割合は 30.8%であった． 

 付録では各国の比率と割合を示しています． 
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